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～人事の“ひと手間・ひと工夫”にベテランさんはグッとくる～
川越社会保険労務士事務所　所長　 川越 雄一

定年後の再雇用社員を
イキイキさせる“かくし味”

≪現状と問題点≫
1．消化試合的な関係になりやすい定年後の再雇用

1.1　仕方なく雇うから，ただ居るだけの人になる
1.2　若手社員にとっても“明日は我が身”

≪取り組みの方向性≫
2．再雇用社員をハートとソフトでその気にさせよう

2.1　再雇用社員の居場所をつくる
2.2　適切な再雇用条件を提示する
2.3　年下上司はこうやって再雇用社員の気持ちをつかもう

≪具体策その一≫
3．“お互い様”の再雇用契約を結ぼう

3.1　定年後のことは1年前までに切り出す
3.2　再雇用者アンケートで事前に希望を把握する
3.3　このように説明して再雇用契約書を取り交わす

≪具体策その二≫
4．契約更新時に光を当ててその気にさせよう

4.1　契約更新のタイミングとポイントを押さえる
4.2　1年間の感謝と今後への期待を伝える
4.3　更新を通じて65歳からの雇用を意識させる

≪具体策その三≫
5．永年勤続に感謝し勤務に張りを持たせよう

5.1　褒めるより認める
5.2　三方良しの永年勤続お礼状

■ “消化試合”を防ぐために
　時代は平成から令和に変わりましたが，今後「少子・
高齢化」により人手不足はさらに深刻化するでしょう。
そうなりますと，経験豊富で安定感のある定年後の再
雇用社員の活用がますます重要となります。しかし，
時として再雇用社員との雇用関係は，法律の義務だ
から仕方なくと，消化試合的な関係になりやすいもの
です。
　それを防ぐには，ハート面（人の気持ち），ソフト面
（しくみ・制度），そしてハード面（作業設備の工夫）
という 3つの方向性が考えられますが，本稿ではハー
ト面とソフト面を中心に解説します。特にハート面で
は，再雇用社員の立場や働きぶりを認めて寄り添うこ
とが有効です。何もこんなことまで…，と思われる方
も多いと思いますが，再雇用社員はそのような心遣い
にグッとくるのです。
　また，再雇用契約は“お互い様”の条件で，手順を
踏んで取り交わすなど，何も目新しいことではありま
せんが，このような基本的なことを確実に行うことが，
再雇用社員をイキイキさせる“かくし味”なのです。
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